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（計１人）

議 題

（１）令和５年度志木市のごみ排出量等について

（２）令和５年度事業報告について

（３）その他

結 果

審議内容の記録のとおり

（傍聴者０人）

事務局職員
松井市民生活部長、増田環境推進課長、市原主査、川嶋主事補



審議内容の記録（審議経過、結論等）

１ 開会

２ 会長あいさつ

３ 議事（１）令和５年度志木市のごみ排出量等について

（２）令和５年度事業報告について

（３）その他

４ 閉会

【経過】

議題ごとに事務局より説明があり、その後質疑応答の時間を設けた。

会長）

まず、開催通知に集合場所の記載がなかったことは今後改善していきたいと思う。

では、次第に従い議題（１）から事務局から説明をお願いしたい。

事務局）

（１）令和５年度志木市のごみ排出量等について資料１を説明。

①②は順調に減少している。③については、目標値を達成できなかったがごみの総排出

量が減少しているため問題ないと考える。④について、予測値よりは高い結果になったが、

コロナ禍をあけて事業者の活動が活発になったことや、飲食店やスーパーマーケット等で

の売れ残りや食べ残しが原因と考え、行政としても減少させることは難しいと考える。以

上。

会長）

質問がある者はお願いしたい。

会長）

特になければ議事（２）について事務局から説明をお願いしたい。

事務局）

（２）令和５年度に実施した事業について 資料２を説明。

資料２クリーン作戦について、令和５年度より再開され、年々参加者も減少している

がごみの量も減少している。



会長）

質問がある者はお願いしたい。

委員）

ごみが減少しているのは分かった。範囲は同じなのか。

事務局）

範囲は変わらない。

委員）

変わらず年２回の実施なのか。また、費用はかかっているのか。

事務局）

費用に関しては市から補助金も出しており、交通指導員やシルバー人材センターに依頼

する費用がかかる。また、現状は市民に対する意識づけという点でも縮小する方向は考え

ていない。

委員）

コロナ禍で外出する人が減ってごみの量も減少したのではないか。

事務局）

おっしゃる通りである。また、清掃範囲であるいろは親水公園を令和４年度にリニュー

アルした際に指定管理者制度を導入したことで、定期的に清掃が入っている。また、きれ

いな環境にごみを捨てにくいという意識がありポイ捨て等も減少した。そのため、ごみの

量が減少したことが考えられる。

会長）

ごみの量が少ないと参加者の張り合いが無いという意見もあるが、ごみ量が減少してい

るのは喜ばしいことではあるが、クリーン作戦のイベントの難しい点だと思う。

委員）

参加人数とごみの量は比例して少なくなっているのではないか。



会長）

関係はあるのかと思うが、清掃時間の制限を設けているので、大きく関係しているわけ

ではない。

以上で資料２については終了で良いか。では、資料３の説明を事務局からお願いしたい。

事務局）

資料３ 令和５年度荒川クリーン協議会一斉撤去実施状況について説明。

近年の不法投棄数の減少から令和５年度から規模を縮小し、職員と委託事業者のみで実

施している。また、最近では夜間に河川敷に侵入できないようにしているため、不法投棄

するのが難しくなっている。

会長）

資料３の説明について、質疑がある方はお願いしたい。

委員）

他の会場に比べて撤去量が多いが。

事務局）

志木市は羽倉橋から秋ヶ瀬橋まで、清掃範囲が広いため撤去量が他の会場に比べて多

い。

加えて、秋ヶ瀬スポーツセンターが４月から清掃し溜めていたごみが混ざっているため

このような数量になっている。今後は、正確な数値を出すため混合しないようにしていく。

会長）

続いて資料４について説明をお願いしたい。

事務局）

資料４ 株式会社ジモティーとの協定締結について説明。

市民に近いところだと、粗大ごみのインターネット受付画面に入ると、まずはジモティ

ーの紹介画面が出てくる。そこで周知をしている。

委員）

実績は出ているのか。



事務局）

実績は、取引場所が志木市のものの数しか出ないため、市民の取引実績は出ないが、活

発に取引されているのが分かる。

会長）

では、資料５について説明をお願いしたい。

事務局）

資料５てまえどり事業について説明。

セブンイレブンジャパンとの包括協定の一環として、事業系ごみ削減のために食品ロス対

策として、「てまえどり」キャンペーンを令和５年１０月、１１月に市内セブンイレブン

各店舗でポップの掲載を実施した。

会長）

資料５のポップについて、志木市役所環境推進課の表示がないので、今後追記した方が

良いと考える。

事務局）

おっしゃる通りである。

会長）

国の省庁が連携したプロジェクトのロゴマークがあるので、そちらも参考にしてはいか

がか。

事務局）

後ほど確認する。

委員）

費用はかかるのか。

事務局）

令和５年に実施した時は、市が印刷等をしたが今後はＨＰに掲載しているポップを事業

所が各自印刷等し、掲示してもらう。



委員）

今後拡大はできないのか。

事務局）

各店舗によって反応は様々だったため、調整していかないといけない。

会長）

以上で、（２）令和５年度事業報告については締めさせていただく。

次に（３）その他について、何かある方はいるか。

事務局）

事務局からは特にない。

委員）

志木市で出る雑紙の中に紙パックが混在している。

近隣市は、牛乳パックの品目が別であるが、志木市だけ無いので、追加できないのか。

会長）

他市の古紙の回収をおこなっているが、雑紙の回収車で別にネットを設けて、牛乳パッ

クを回収している。

事務局）

近隣市の取組を確認していく。

７ 閉会


